
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 
 
 

 
 

 
 

◯ 「国の基（もとい）」といわれる農林水産業は、地域の気候や歴

史、生活様式などを反映し、「日本人の心のふるさと」を形づくってき

ました。千年の都として栄えてきた京都では、古くから、農業者は、

料理人のニーズに応える最高の農産物を生産し、研鑽
さん

を重ね、現

在においても京野菜、宇治茶をはじめ、伝統があり、高品質で特色

ある食材が京の食文化を支えています。この京都ならではの豊かな

食、それを生み出す農林水産業や農山漁村を希望と活力に満ち

たものにして未来の子どもたちに確実に引き渡していくことが京都府の使命です。 

◯ 2040年頃には、国内において高齢者人口がピークを迎えます。少子化にも歯止めがかかっておら

ず、本格的な人口減少社会への突入は避けられません。一方で、AI、IoTなど技術革新をはじめ

経済社会を取り巻く構造の変化は加速しています。農林水産分野においては、近年頻発する自然

災害や自由貿易協定など貿易を巡る環境の変化がある一方、海外の日本食ブームや外国人観

光客の増加、都市と農村との交流の活発化、若者の田園回帰など、将来に向けた明るい兆しも現

れています。 

◯ 京都の農林水産業や農山漁村が、新しい時代の潮流や変化をチャンスと捉えて適応し、持続し

ていくためには、京都ならではの強みを生かしつつ、政策システムを不断に見直す、特に、異業種と

の連携など施策のウィングを広げる取組や新しい挑戦が不可欠です。 

◯ こうした視点で、先に策定した「京都府総合計画」に示された農林水産分野における展望と戦略

を更に具体化し、新たな時代にふさわしい、魅力あふれる農林水産業をつくり、多様性に富んだ農

山漁村の未来を切り拓くために京都府農林水産ビジョンを作成しました。 

◯ 今後は、府民の皆様をはじめ、企業や関係団体などオール京都で本ビジョンに基づき総合的な施

策を展開するとともに、現場主義を徹底し、自然を相手に日々の作業や経営に努力しておられる

方々や地域社会で暮らす府民の皆様の目線に立ち、全力で取り組んでまいりますので、御理解と

御協力をよろしくお願い申し上げます。 

 

令和元年１２月 京都府知事  西脇 隆俊 



  

 

 1 

 

目   次 
 
 

１ 京都府農林水産ビジョンの考え方・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４ 

（１）策定に当たっての基本認識と趣旨 

（２）京都府総合計画や地域振興計画等との関係 

（３）計画期間 

 

２ 京都府の農林水産業・農山漁村の将来ビジョン・・・・・・・・・・・・・・４ 

（１）概ね20年後(2040年)に京都府の農林水産業・農山漁村が実現したい姿 

（２）京都府の農林水産業・農山漁村の将来展望 

 

３ 将来ビジョンの実現に向けた５つの重点戦略の展開・・・・・・・・１０ 

（１）今後４年間で集中展開すべき５つの重点戦略と基本的な考え方 

（２）５つの重点戦略に基づく施策方向と目標数値の設定 

 

４ ビジョンの推進・見直し体制・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３０ 

（１）ビジョンの推進体制 

（２）関連施策の推進と分野別計画・指針の見直し 

（３）ビジョンの進捗管理と府民への見える化 

（４）多様な関係者との連携・ネットワークづくり 

 

現状分析 農林水産業と農山漁村を取り巻く現状とすう勢・・・・・・・・・・・３３ 

（１）農林水産分野を取り巻く全国的な動向や京都府の状況 

（２）京都府農林水産業・農山漁村の動向や進捗・課題 

（３）京都府の農林水産施策の変遷 

（４）農林水産京力プランに基づく施策推進の成果、残された課題 

 

参考資料・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７６ 

京都府農林水産ビジョン検討委員会の設置と開催状況 

目標数値一覧 



  

 

2  

 

イメージ図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 農林水産ビジョンの目指す姿 
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